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オアシスはぎ園施設拠点 令和６年度事業計画 
 

その人らしさを大切に  ～ みんなの笑顔のために ～ 
 

－ 第四次中期経営計画における基本目標の実現に向けて － 
 

◆利用者の立場に立った「選ばれる施設づくり」 

 ・外出支援を通して、利用者・職員・家族・地域の人に笑顔の輪が広がるように、また活動の様 

  子をホームページや広報誌等によりＰＲすることで、よりたくさんの人の笑顔が引き出せる 

  ような施設づくりを目指します。 

 ・お楽しみ行事として園内で喫茶店、居酒屋、屋台等を出店するなど、利用者の楽しみとなる行 

  事を企画し利用者・職員が共に楽しみます。 

◆地域から信頼される「地域とともに歩む施設づくり」 

 ・地元の小中学校及び市内の高校等へ出向き、介護・福祉の出前講座を行うことで、施設の機能 

  を地域に還元していきます。また、長い目で将来の介護人財の育成・確保に努めます。 

 ・はぎ園の売りである自施設の調理スタッフ(管理栄養士・調理員)による「おいしい食事」を 

  地域の人に提供し、併せて地域における施設の役割を理解してもらいます。年３回。 

◆自立的経営を目指す「経営の基盤づくり」 

 ・科学的な根拠に基づく介護をめざしてＬＩＦＥによる加算の取得を目指します。 

 ・空床期間の短縮及び入院者の減少を目指し稼働率の向上を目指します。 

  

 

選ばれる施設づくり 

「第四次中期経営計画（Ｒ６～Ｒ10）における重点的取組」の推進 
 

 中期経営計画で 

目指すべき方向 

外出支援を通して、利用者・職員・家族・地域の人の笑顔を引き

出します。 

取 組 事 項 ① 

外出支援の充実 

 ・家族参加も含めた個別のニーズに応じた外出支援 

 ・グループのニーズに応じた外出支援（利用者・職員等） 

 目 標 項 目 個別外出及びグループ外出支援の充実 

今年度の目標 １7回／年 

取 組 事 項 ② ホームページ及び広報紙を活用した活動内容の情報発信 

 目 標 項 目 活動情報の発信 

今年度の目標 4回／年 
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＜サービスの質の向上＞ 

  ■医療的ケアの提供体制の確保・充実 

具体的取組 認定特定行為業務従事者研修修了者の増 

今年度の目標 認定特定行為業務従事者研修の受講継続（１名） 

■利用者の意思決定の尊重 

具体的取組 意思決定支援会議の開催 

今年度の目標 意思決定支援会議の開催（年２回） 
    

具体的取組 意思決定支援ガイドラインに沿った対応 

今年度の目標 意思決定支援ガイドラインに沿った対応の検証 

■高い専門性を確保したサービスの提供 

具体的取組 認知症介護実践者研修の受講 

今年度の目標 認知症介護実践者研修の受講継続（１人） 
 

具体的取組 認知症介護実践リーダー研修 

今年度の目標 認知症介護実践リーダー研修の計画受講 
 

具体的取組 認知症介護指導者養成研修の受講 

今年度の目標 認知症介護指導者養成研修の受講推進 

■虐待の防止 

具体的取組 職員への虐待防止セルフチェックの実施 

今年度の目標 虐待の芽チェックリスト（年２回）の実施と分析 

■感染症予防の徹底 

具体的取組 スタンダードプリコーションの徹底 

今年度の目標 認定看護師による感染症対策研修と標準予防策チェックリストの活用 
 

具体的取組 ＢＣＰ及び対応マニュアルに基づく体制等の整備 

今年度の目標 事業継続計画の周知及びシミュレーションの実施（各１回以上） 

■事故の未然防止 

具体的取組 リスクマネジメント委員会の実施 

今年度の目標 服薬マニュアルの見直しと事例検討 
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＜運営に係る透明性の確保＞  

■情報の公表  重点的取組：再掲  

具体的取組 ホームページ等を活用した積極的な情報の発信 

今年度の目標 活動情報の発信（年4回） 

■施設サービスへの理解促進 

具体的取組 感染症等のリスクを考慮した面会の実施 

今年度の目標 対面・窓越し面会の継続と看取り対象者の面会制限緩和 
 

具体的取組 家族会等による交流機会の確保 

今年度の目標 家族参加型イベントの企画及び外出支援による交流 

 

＜評議員との情報交換会＞ ※施設独自設定項目 

■評議員との情報交換会 

具体的取組 評議員との情報交換会 

今年度の目標 評議員への施設の活動の情報提供及び苦情解決への助言（年３回） 

 

 

地域とともに歩む施設づくり 

＜地域社会への貢献＞ 

■公益的な取組の実施  

今 年 度 の 取 組 

・地域の学校（小・中・高校等）への出前講座（各学校１回程度） 

・はぎ園の昼食にご招待（大井地区住民：年３回） 

■セーフティネット機能の発揮 

具体的取組 関係機関との連携強化 

今年度の目標 福祉避難所の指定に向けた検討 
 

具体的取組 受入れ体制及びマニュアル等の整備 

今年度の目標 災害時における避難行動要支援者に対する支援体制の充実 

■福祉人財の活用 

具体的取組 福祉人財を活用した地域活動への参画 

今年度の目標 施設の機能と人財を活かした地域交流、地域貢献活動への参加 
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＜交流機会の確保＞ 

  ■地域への施設機能の積極的な開放 

具体的取組 地域への施設の開放 

今年度の目標 近隣地域への備品、機材等の貸し出し 
 

具体的取組 ボランティア団体等の受入れ 

今年度の目標 ボランティア募集と活動の継続及び交流会の実施 
 

具体的取組 地域活動への積極参加 

今年度の目標 
大井地区敬老会へのアトラクション参加協力 

大井ふるさと祭りへの参加 

 

＜萩市社会福祉法人地域公益活動推進協議会への参加＞ ※施設独自設定項目 

■萩市社会福祉法人地域公益活動推進協議会への参加 

具体的取組 萩市社会福祉法人地域公益活動推進協議会への参加 

今年度の目標 萩市社会福祉法人地域公益活動推進協議会への参加及び協力 

 

 

経営の基盤づくり. 

＜稼働率等の目標＞ 

事業区分 今年度の目標数値 備 考 

介護老人福祉施設 ９６％ 

稼働率 
短期入所生活介護 ６５％ 

通所介護 ６１％ 

グループホーム ９８％ 

居宅介護支援 １１３人 月平均利用者数 
 

 

＜ＬＩＦＥの導入＞ ※施設独自設定項目 

■ＬＩＦＥの導入 

具体的取組 ＬＩＦＥの導入 

今年度の目標 科学的な根拠に基づく介護を目指してＬＩＦＥによる加算取得 

 

 

 


